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中世国際貿易都市「博多」の調査成果
　　田上　勇一郎
　博多は、北部九州の玄界灘に面したところに所在する。地理的に朝鮮半島や中国に近く、古く
から対外交流が盛んであった。日本に最初に稲作が伝わってきた板付遺跡や、志賀島で発見され
た金印がそのことを物語っている。
　博多から東京、中国の上海、沖縄の那覇の距離はほぼ同じで、博多から大阪、韓国ソウル、ま
た、博多から広島、韓国の釜山がほぼ同じ距離である。中世でいうと、鎌倉時代の幕府が所在す
る鎌倉と中国から日本への窓口になっている寧波（にんぽう）が同じぐらいの距離となる。日本
各地の都市と中国、朝鮮の都市との中間に位置している。
　律令国家となり、正式に国の役所としての外国の使節を迎える施設として博多湾岸に大宰府鴻
臚館が設置され、ここで正式に外交窓口になった。鴻臚館は唐や新羅から使節を迎えるところで
あるとともに、日本から唐への遣唐使・遣新羅使の出発地点ともなった。そういった使節がのち
に廃止されたあとは、唐や新羅の商人がやってきて様々な商品をもたらした。
　鴻臚館の発掘調査成果の結果、北と南に分かれて施設があったことがわかっている。文献では
「鴻臚北館」という名称が出てくるが、北側の施設がその北館だと思われる。もう 1つは北館に
対して南館と仮称している。
　発掘調査では大量の陶磁器が出土している。中国浙江省の越州窯で焼かれた青磁のほか、粗製
の青磁が非常に多くある。福建省の懐安窯で焼かれたこれらの商品は北部九州で消費され、上質
な越州窯のものが奈良や京都に運ばれたようである。
　鴻臚館は 11 世紀半ばに廃絶されたと考えられている。その後、外国との交易の場となったの
が鴻臚館の北東約 2. 5 キロにある博多である。
　ＪＲ博多駅北方の、西を那珂川、東を御笠川に挟まれた東西 800 メートル、南北 1, 600 メー
トルの地域を博多遺跡群として福岡市では登録している。現在までに 200 箇所以上発掘調査が行
われている。御笠川の下流部分は石堂川と呼ばれ、中世後期に開削された。それ以前は比恵川と
呼ばれ、博多の南で西に折れ、那珂川に合流していた。この比恵川、那珂川と博多湾の潮流が形
成した砂丘上に博多は立地している。この砂丘は海岸線に沿って 3列あり、海側は文献上、息浜
（おきのはま）とよばれていた。南側 2列は文献には名前が見られないが、博多浜と呼んでいる。
息浜は 11 世紀までは海上に浮かぶ砂州であったが、12 世紀初めに息浜と博多浜が中央部で埋め
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立てられ陸続きになった。
　博多浜南部には弥生時代前期から人々の生活痕跡が始まる。中期には竪穴住居や甕棺墓地も発
見されている。古墳時代前期になると生活域が拡大する。畿内系や山陰、東海系の土師器が出土
し、国内各地との交流が盛んであったことがわかり、陶質土器や製鉄関連遺物からは朝鮮半島と
の関連もうかがわれる。中期になると前方後円墳が築かれた。埴輪と葺石の一部が見つかってい
る。
　奈良時代には生活域が博多浜全域に広がる。博多浜南部の高所を中心に東西・南北方向に軸を
とる区画溝が現れ、その間隔が 1町を測るところがある。また、大型の堀方をもつ掘立柱建物も
検出されている。博多浜の北部では竪穴住居、井戸、柱穴などが見られるが、区画溝や大型掘立
柱建物は見られない。出土遺物は墨書土器、硯、巡方、丸鞆、皇朝十二銭、緑釉陶器、越州窯系
青磁や邢窯系白磁、イスラム陶器などの初期貿易陶磁がある。博多浜の南に何らかの公的施設、
その北側に官人の屋敷があったことが推定されている。
　中世になると鴻臚館から交易の窓口が移ってくる。それを示すかのように、11 世紀後半から
非常にたくさんの遺物が発見される。
　11 世紀後半から 12 世紀前半にかけては広東省や福建省で焼かれた白磁が大量に出土する。ま
た、中国産の陶器も多数出土している。こういった白磁や陶器の類は全国各地で見つかるが、博
多で見つかった特殊なものとしては龍泉窯（浙江省）、同安窯（福建省）で焼かれた古い段階の
青磁が見つかっている。福建省の連江魁岐窯で焼かれた青磁の小碗や、中国北方の耀州窯で焼か
れた青磁、朝鮮半島で焼かれた高麗時代の青磁なども出土する。
　貿易港であった博多を示す特徴的な遺構が一括大量廃棄遺構である。14 次調査では海抜ゼロ
メートル近いところで大量にまとまって破損した白磁が出土した。こういった出土状況から、こ
の近くに港があり、不良品をまとめて捨てたのではないかと考えられている。56 次調査では土
坑の中の 1メートル四方の方形内から 446 点あまりの白磁碗や大型の陶器壺甕類が出土した。木
枠の中に販売前に破損した商品を廃棄したものと見られている。79 次調査では火災で焼けた商
品がまとめて捨てられたと考えられる土坑が発見された。このほか 11 世紀後半から 12 世紀前半
に、まとまって焼き物が捨てられた地点は博多浜西部に分布している。このことから中国からの
商品を扱った宋人の居住区がこのあたりにあり、その東、博多浜の中央付近に日本人が住んでい
たのではないかと考えられている。
　12 世紀後半になると、白磁に加え青磁が非常に多くなってくる。浙江省の龍泉窯のもので、
内面にヘラで模様を刻んだ劃花文の青磁が多く日本に輸入されてくる。福建省の同安窯で焼かれ
た青磁も多く輸入されており、福建省の白磁は前の時代から引き続き輸入されている。広東省の
白磁はこの時期にはもう見られなくなっている。
　祇園町駅出入口 2・3 区で検出された井戸から 300 点近くの火を受けた青磁が出土した。倉庫
などにまとめられていた商品が火災にあって廃棄されたものと考えられる。そのほかこの時期の
輸入陶磁器の一括廃棄は、79 次、109 次に見られ、前代の一括廃棄遺構が博多浜西側にしか見ら
れなかったことに対して、この時期には博多浜の中央部にも広がっている。12 世紀前半までは
宋人居留地が博多浜の西側に限定されていたのが、12 世紀後半には博多浜一帯に宋人が混住し
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ていったものと考えられている。
　貿易港を示す特徴的な遺物もある。11 世紀後半から 13 世紀前半にかけて、博多では陶磁器の
外底部に墨書されたものが数多く出土する。この墨書陶磁器は博多以外ではほとんど出土するこ
とのない遺物である。墨書は中国商人の組織の意味と考えられる「綱」や中国人名と思われる
「王」「張」「林」などが記されている。これは中国で船積みされる際に重ねられた一番上に購入
者がわかるように記されたと考えられ、墨書され商品価値が失われたものが、国内流通にのらず
に博多にとどまったものと考えられている｡
　12 世紀後半には日本の瓦の系譜からは追えない瓦の出土が見られる。丸瓦は草花の文様で、
平瓦は下にフリルが付いているような特徴ある瓦である。中国の寧波で最近同じ文様の丸瓦が見
つかった。おそらく中国の寧波から博多へ積み荷として持ってきて、博多に住んだ中国人の何ら
かの施設に葺いたのではないかと考えられる。瓦の胎土分析を行ったところ、日本の土より寧波
の土に似ているという結果が出た。さらに寧波で見つかった丸瓦と日本で見つかった丸瓦の 3D
計測から、同范に間違いないことがわかり寧波で焼かれたものであると判明した。
　博多では、大型陶器の容器が出土するというのも特徴の 1つである。この容器自体が輸入品で
はなく、この中に納められた何らかのもの、液体だったのか、粉末だったのかはわからないが、
そういった商品を入れて持ってきたコンテナと考えられる。内容物は商品として売られ、空のコ
ンテナが博多に残ったものである。また、博多の井戸は桶を重ねて井戸枠にしている。桶という
のは日本では 14 世紀ぐらいからつくられるようになるが、博多では 12 世紀から桶が出土するの
で、こういった桶も中国で何らかのものを入れて運ばれてきたものが、再利用で井戸枠に使われ
ているのではないかと考えられている。
　また、小物の陶磁器も特徴的なものである。灯火器や香炉の蓋、水注、仏像などが出土する。
これらは商品というよりも、博多に住んだ中国商人の持ち物ではないかと考えられている。
　12 世紀後半にはガラスの生産が行われていた。吹きガラスにより丸くつくった容器が出土し
ている。生産の証拠としてガラスの素材、ガラスを溶かした容器、つながったままの玉などが見
つかっている。中国の技術が伝わったものであろう。
　13 世紀になると、龍泉窯の青磁は外面に蓮弁模様を付けたものが輸入され、福建省の白磁は
口縁の釉薬を拭き取った口禿げの白磁が輸入されている。
　13 世紀後半になると、砧青磁と呼ばれる上質な青磁も輸入されてくる。しかし、博多での出
土量は多くない。この時期になると鎌倉や全国各地で蓮弁を施した青磁が出土するが、博多では
あまり見られず、博多浜中央の聖福寺周辺に集中して出土する。また、陶磁器の一括大量廃棄遺
構が見られなくなる。12 世紀までは中国商人が商品を仕入れ、博多に保管し、販売していたも
のが、13 世紀になると京都や鎌倉の貴族や寺社、武家などが発注した商品を博多で荷を開かず
直接届けるようになったからではないかと考えられている。
　12 世紀後半までは青磁や白磁、土師器などを副葬した墓が見つかっているが、13 世紀になる
と博多のまちの中から墓が見られなくなる。都市の中に墓を造ってはならないという規制ができ
た可能性がある。
　13 世紀後半には中国では元が興り、南宋が滅びる。これによって博多に住んでいた宋の商人
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は次第に日本人と同化していったと考えられている。その元は、北部九州を攻め博多に 2度押し
寄せてくる。2度目の襲来に備え、博多湾には元寇防塁がつくられている。博多湾西側では、現
在でも表面に石が露出しており、そこを掘ると2メートル下まで石が積まれていたことがわかる。
博多のまちにも元寇防塁が築かれたことは文献でわかっていたが発見されていなかった。しかし
111 次調査で元寇防塁と思われるものが見つかっている。53 メートルにわたり途切れながらも東
西方向にのびる石組が確認された｡ この遺構は保存され、博多小学校内で公開されている。防塁
は長い間博多の北を画す役割を果たし、防塁の北側へ町が広がるのは 15 世紀後半以降であった。
　14 世紀から 15 世紀前半には、龍泉窯の青磁が引き続き輸入されている。また景徳鎮の白磁等
が輸入されているが、さらに出土数は少なくなっている。このころの貿易陶磁は全国的にもあま
り出土しないが、博多も多くない。
　13 世紀終わりから 14 世紀はじめにかけて博多ではいくつかの道路遺構が発見されている｡ 35
次調査では、両側に側溝を持つ幅 6メートルの道路が検出された。北の延長が 26 次調査で、南
の延長が 64 次調査で発見されており、博多を縦貫するメインストリートと考えられる。この道
路と平行する道路が 95 次・40 次・38 次調査で確認されている。また、これらをつなぐ、直交す
る道路も 40 次調査などで確認されている。
　これらの道路遺構をもとに聖福寺の周辺で道路に囲まれた街区が復元された。街区は不整な四
角形を呈する。また、道路は互いに突き抜けて四つ角をなす交差点ではなく、メインストリート
につきあたって止まるT字の街路が広がっていたと考えられる。この時期に道路が一斉に整備
される背景には鎮西探題の力があったと考えられている。13 世紀の終わり、蒙古襲来の後、全
国各地から異国警固番役のために博多に多くの武士がやってくる。訴訟があったとき裁判組織が
必要になるが、御家人が異国警固番役に専念できるように博多に設置されたものである。櫛田宮
周辺に置かれたといわれているが、いまのところ発掘調査で直接的な遺構は発見されていない。
それまで九州の政治の中心は大宰府だったが、ここで初めて博多に政治組織ができた。
　櫛田神社東側の調査では銅製品鋳造関連の遺物や遺構が発見されている。80 次調査では炉壁
や取瓶、鍋や歓喜天像の鋳型が、97 次調査では炉壁、銅滓、取瓶、坩堝、鞴の羽口や鋳型片が
出土し、鋳造関連のものと思われる粘土貼りの土坑群が検出された。このほか 63・139 次調査な
どで鋳型などの鋳造関連遺物が出土し、この一帯で銅生産が行われていたことがわかってきた。
　15 世紀前半には青磁は器壁が厚く、口縁部に雷文を施した碗や無文の直口碗、外反碗や稜花
皿などの龍泉窯系青磁が輸入された。白磁では福建省で焼かれた釉が黄色みを帯びた多角坏や小
型の高台付皿が見られ、高台に抉り込みを入れるものが多い。また、景徳鎮産の青花（染付）な
ども輸入されるようになる。朝鮮王朝の象嵌青磁も一定量出土する。タイやベトナムの東南アジ
ア産の焼き物も数点見つかっている。15 世紀になると、中国だけではなく朝鮮や東南アジアと
の交易も非常に盛んになっていることがわかる。
　その当時の貿易は、山口の大内氏が博多商人と結んで行っていた。この時期の遺構からは、山
口県で発見される、ロクロ水挽きで薄手のかわらけ（土師器の坏）と同じタイプのものがしばし
ば出土しており、その影響が見られる。
　15 世紀後半から 16 世紀にかけて、龍泉窯の青磁に加え、景徳鎮で焼かれた青花がたくさん輸
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入されるようになる。16 世紀後半になると青磁がほとんど輸入されなくなり、景徳鎮の青花が
中心になってくる。また、16 世紀代の朝鮮王朝の陶磁器も非常に多く出土する。特に灰青陶器
の小皿のような雑器が非常に多く出るのが博多の特徴である。
　1551（天文 20）年、大内義隆が陶隆房に滅ぼされると大内氏の博多支配が消滅し、大友氏が
博多を支配した。時代は戦国時代で博多にはいくつかの戦乱の記録が残っている。肥前の龍造寺
氏、筑紫氏が博多を焼き討ちしたという記録がある。
　この頃、博多の南で西に曲がり流れていた比恵川を博多湾に向け直線に付け替え、石堂川とし
た。それにともない、比恵川の旧流路を博多の南側の総構えとする房州堀に整備した。112 次調
査では堀の南側の立ち上がりが発見された。
　40 次調査と 124 次調査では陶磁器埋納遺構が発見された。ほぼ 10 枚単位で皿が重ねて埋めら
れている。124 次調査では重ねた皿に鉄鍋や錫鍋、すり鉢などをかぶせていた。
　房州堀も陶磁器埋納遺構も戦乱の世を示す遺構といえる。
　16 世紀には、キリスト教宣教師が博多にやってきて教会を建てたという記録が残っているが、
発掘調査ではそのような痕跡は見つかっていない。しかし、111 次調査でキリスト教関連の遺物
が発見された。メダイ 2点とメダイ、十字架の土製鋳型である。
　16 世紀半ばまでは国際貿易都市として繁栄した博多だが、16 世紀後半になると陶磁器の出土
量もあまり多くなくなり、堺のほうがたくさん出土するようになった。当時、大坂や京都に近い
ということもあり、南蛮船が直接堺に入り博多の繁栄をしのぐようになったと思われる。
　1587（天正 15）年、戦乱で荒廃した博多の復興が豊臣秀吉により行われた。太閤町割りである。
これまでの道路筋は廃され、新たな方位で長方形街区と短冊形地割りが行われた。
　17世紀、江戸時代になると、江戸幕府が鎖国令を出す。博多は国内流通の港町に変化していき、
国際貿易港としての役目を長崎に譲った。
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